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令和８年第２回嬉野市議会定例会議事日程 

令和８年６月17日（水）  

本会議第５日目   

午前９時30分開議   

日程第１  一般質問 

順次 通 告 者 質 問 の 事 項 

１ 團   隆 則 １．伝統産業の業界活性化について 

２．企業誘致の方向性について 

３．買物・移動支援について 

４．子育て支援の施策について 

２ 宮 﨑 良 平 １．中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー価格高騰への市の対応 

  について 

２．市の財政運営について 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前９時30分 開議 

○議長（田中政司君） 

 皆さんおはようございます。本日は全員出席であります。定足数に達しておりますので、

直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

 日程第１．一般質問を行います。 

 通告順に発言を許可いたします。 

 議席番号２番、團 隆則議員の発言を許可いたします。團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 皆さんおはようございます。議席番号２番、團 隆則と申します。テレビ放送やインター

ネット配信にて御覧の皆様方におかれましては、御視聴いただき、誠にありがとうございま

す。ただいま議長より発言許可をいただきましたので、通告書に従い、一般質問をさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

 今回の質問のテーマは４つです。 

 １、嬉野市の窯業・陶土業について、２、企業誘致について、３、買物・移動支援につい

て、４、子育て支援について、御質問させていただきます。 

 １番目、嬉野市の窯業・陶土業について。 

 吉田焼の窯業、吉田川・塩田川流域の陶土業、それぞれ、焼き物のまちとして、外部への
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アピールが足りないといった声が関係各所より聞かれたこと。陶土業においては、現在、有

田・波佐見焼で使用される陶土は、嬉野市の14の事業所で生産しているとお聞きしたこと。

このような現状を嬉野市民よりいただきましたため、今回質問するに至りました。 

 それでは、１番目の質問になります。 

 １、議案質疑やほかの議員の一般質問とかぶるところもあるかと存じますが、嬉野市とし

て、吉田の窯業、吉田川・塩田川流域の陶土業を地域資源、産業振興の中でどのように位置

づけられているのか。お伺いいたします。 

 壇上からの質問は以上でございます。再質問、また、後の質問については、質問者席にて

行いたいと思います。 

○議長（田中政司君） 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。 

○市長（山口卓也君） 

 皆さんおはようございます。それでは、團 隆則議員の御質問にお答えをさせていただき

ます。 

 嬉野市の窯業・陶土業に関してということでございますが、吉田の窯業、肥前吉田焼は、

400年余りの歴史と伝統を誇り、当市の温泉、うれしの茶に並ぶ主要産業、地域資源の重要

な一つというふうに位置づけをしております。 

 また、吉田川・塩田川地域の陶土業は、肥前吉田焼だけではなく、有田焼や波佐見焼など、

肥前地域の焼き物を支えており、同じく当市の重要な産業、地域資源というふうに位置づけ

をしております。 

 以上で、團議員の質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 先ほど市長より、重要な地域資源であるというお言葉をいただきました。また、肥前吉田

焼につきましては、400年の歴史があるということで、有田焼と比べて同じぐらいの歴史が

あると周辺地域の方からお伺いしております。 

 そこで、改めて質問させていただきます。 

 窯業・陶土業を横断的に支える仕組みとして、唐津・伊万里・武雄・嬉野・有田・佐世

保・平戸・波佐見の佐賀県と長崎県の８つの市町が連携する肥前やきもの圏があります。こ

ちらについては、関連市町との定例会などの開催はされてございますでしょうか。お伺いい

たします。 

○議長（田中政司君） 

 観光商工課長。 



- 323 - 

○観光商工課長（松尾良孝君） 

 お答えいたします。 

 先ほど議員御質問ありました、肥前窯業圏につきましては、おっしゃるように、長崎県ま

た佐賀県、これらの焼き物の産地が集まる協議会でございます。こちらにつきましても、５

月だったと思いますけれども、全体の総会のほうが行われておりまして、随時、担当者会議

等で会議は行われております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 定例会が５月に全体の総会として開催されたということで、ちなみにまたお伺いしたいん

ですけれども、県からも職員の方、県の職員の方が参加されたりするのでしょうか。佐賀県

との連携強化と市長が常々おっしゃられているので、こちらについてもちょっとお伺いをさ

せていただきたいと思います。 

○議長（田中政司君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（松尾良孝君） 

 お答えいたします。 

 県からの出席者でございますけれども、県の文化観光局長を筆頭に、佐賀県の文化課が担

当となって会議のほうを進行しております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 県からも観光局長がいらっしゃっているということで、こちらについてもぜひ連携を強く

していただき、肥前やきもの圏の観光業、飲食業、陶土業・窯業、横断的に強化していただ

きたいと強く思います。 

 ２番目の質問になります。 

 嬉野市として、窯業・陶土業の人材確保や担い手育成について、現在どのような課題があ

ると認識しているのかお伺いいたします。 

○議長（田中政司君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（松尾良孝君） 

 お答えいたします。 
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 現在の窯業・陶土業を取り巻く環境といたしましては、地域の過疎化や高齢化に伴います

深刻な人手不足という課題に直面をしております。現場におきましては、窯の熱気だとか、

重量物である粘土・資材の運搬、さらには、長時間に及ぶ立ち仕事や座り仕事など、従事者

の肉体的負担が極めて大きい一方で、給与水準が低く抑えられているということが人材の定

着を拒む大きな要因でありまして、加えて、一人前の職人として自立するまでに長期間の技

能習得を要するということも担い手育成における課題となっているものと認識をしておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 ありがとうございます。地域の過疎化による人手不足、また、肉体的に負担が大きいとい

うことで、なかなか後継者が集まらないといったお話でした。 

 ちなみに、窯業・陶土業関係者から、後継者がいないという話も伺っております。また、

後継者がいても、業界自体が縮小しているために継がせられないとの訴えも聞かれることも

あります。嬉野市から関連事業所へ、今現状の悩みやニーズなどヒアリングを行う機会など

はございますでしょうか。お尋ねいたします。 

○議長（田中政司君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（松尾良孝君） 

 お答えいたします。 

 情報収集につきましては、先日も陶土組合さんのほうに出向いて、現在の状況等も聞いた

りしておりますので、その辺は随時行っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 私も肥前陶土組合のほうにちょっと情報収集に行かせていただいて、その際に、市の職員

がいらっしゃってということで、非常にうれしいといったお声を頂戴いたしております。ぜ

ひ継続してそのような機会を設けていただいて、陶土業だけでなく窯業のほうもヒアリング

をぜひ続けていただければと存じます。 

 後継者というところでちょっとお伺いしたいんですけども、今年３月のうれしの市報で紹

介されていた、肥前吉田焼産地再生チャレンジ推進協議会で、九州大学の学生とコラボして、

ちょっと議案質疑のほうだったかと記憶しておりますが、２名が就職されたというお話を聞
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きました。小さい取組をこつこつ頑張って大きく育てていくという嬉野市の姿勢がかいま見

られたかと思います。このような取組は、また別のところで、今、窯業についてですけれど

も、陶土業のほうで何かこういった取組がなされることはございますでしょうか。こちらは

市長にちょっとお伺いさせていただきます。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 現状、そういった取組を自発的にされているというふうなところは認知しておりません。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 自発的にはなされていないという回答でした。 

 陶土業は、冒頭でもお伝えしたんですけれども、嬉野市の14の事業所に加えて、有田のほ

うで１件、陶土業をなされているところがあるんですけれども、そちらにつきましても、嬉

野市の陶土業の方がＭ＆Ａでそちらを買収して、結局といいますか、有田のほうにはなるん

ですけど、嬉野の事業者が経営されているというところでお聞きしております。 

 有田と波佐見焼の陶器を支えている陶土業ですけども、14の事業所で作っているというと

ころを初めてお聞きしたときは本当に衝撃的でした。 

 こちらの嬉野市では、お茶、温泉、焼き物と産業を３つに分けてプッシュしていくという

ところで聞いております。焼き物自体を支える陶土業が自発的になされていないというとこ

ろはかなり大きい、大きいといいますか、伝統産業を保存していくためにも、かなりここは

注視してというか、そこが途絶えてしまったら、窯業自体が成り立たなくなってしまうとい

うところで、こちらについては、どういったところで、将来的なところを見据えた考えはお

持ちなのか。市長にお伺いいたします。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 私も議員のときに、しっかり肥前窯業圏を支えるのが、この塩田中心に陶土が支えている

というふうな状況を認識しております。そういったところで、これまでも物価高騰対策の取

組等で支えられてこられたというふうに思いますし、出口をしっかりと見据えた、肥前吉田

焼とか、そういったところの出口戦略をしっかりと取り組むというところが一つの方針だっ

たんじゃないかなというふうに思っております。 

 引き続き、窯業を支える、具体的にどういうふうな取組が一番望ましいのかといったとこ



- 326 - 

ろのアイデア出しというんですか、そういったところができればなというふうに考えておる

ところでございます。 

 自分のぼんやりとしたイメージですけども、どういったところで具体的なアイデアがあれ

ば、ぜひお示しをいただければなというふうに思いますけども、先日から塩田の塩田津との

連携というところでお話があっておりましたけれども、今後、陶石を町なかに感じられるよ

うな景観づくりというのは一つアイデアとして持ち合わせておりまして、陶石を街路とかに

上手にオブジェのような形で陳列すると、肥前吉田焼、あるいは塩田津辺りに、そういった

ところ雰囲気を醸し出すということもアイデアの一つなのかなというふうにぼんやりイメー

ジをしておりますので、今後はそれをデザイン化して、地域の皆様と協議をし、町なかに景

観として反映させていく、そういうプロセスができればなというふうに考えております。そ

れだけでは十分だというふうに思いませんけども、ひとつそういったところも挑戦的に取り

組んでいけたらなというふうに考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 出口戦略を見据えて、町なかでも陶石を見せるという観光を考えてらっしゃるということ

でお伺いいたしました。 

 こちらについては陶土業もかなり今疲弊している状況でございます。陶石単価の高騰でス

ポット的に補助金もあるかとは存じますが、継続してこちらのほうもヒアリングしながら取

り組んでいただければと思っております。 

 ３番目の質問に入らせていただきます。 

 嬉野市として、窯業・陶土業を市民や若い世代、市外の方に向けて、より広く知ってもら

う取組が十分であると考えているのかお伺いさせていただきます。 

○議長（田中政司君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（松尾良孝君） 

 お答えいたします。 

 窯業・陶土業をより広く知っていただくために、肥前吉田焼の窯元組合のほうでは、春の

吉田おやまさん陶器まつりだとか、秋の辰まつり、こういったものが開催されているほか、

窯元会館では、多言語対応、それとホームページ、インスタグラムなどによる情報の発信、

また、児童・生徒を対象としました絵付け体験、手びねり体験、こういったものは若い世代

に肥前吉田焼を知ってもらういい機会になっております。さらに、秋に開催されております

吉田皿屋ひかりぼし、こちらにつきましても、市内外から大変多くの方が来場されておりま
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して、同じく魅力発信、知名度の向上、こういったものにつながっております。 

 一方、市内の陶土業者におかれましても、工場見学の受入れだとか、ＳＮＳで陶土の製造

工程を動画で紹介するなど、興味を湧くような情報発信のほうが行われておりまして、小学

生や外国人の観光客、こういった方も実際見学に訪れているようでございます。 

 このように、各企業さん、団体が、積極的に窯業・陶土業の魅力発信のほうに取り組まれ

ておりまして、今後も引き続き継続していくことが、窯業・陶土業の振興につながるものだ

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 絵付け体験、また外国人の多言語対応、あと肥前窯元組合のおやまさん、辰まつり、全体

的な取組をお聞きいたしました。 

 先日のほかの議員の質問にもあったんですけれども、私、志田焼の里に訪れて実際拝見し

たんですけれども、現在、修学旅行生も増えていると館長からお聞きいたしました。陶芸や

絵付け体験、体験型学習施設として、嬉野市の市内の小・中学校の生徒に学んでいただく機

会を検討してみてはいかがかなと思って、そのときちょっと思った次第でございます。あそ

この志田焼の里の研修施設につきましては、分業制がほとんどの焼き物ですが、陶石の状態

から粉砕して、陶土にして、成形、焼き、絵付け、焼き物全ての工程を見られるところはな

かなか少ないかなと思っております。今現在、嬉野市の市内の小・中学校の生徒に学んでい

ただく機会をつくるといったそういう啓発活動は行われているのでしょうか。お伺いさせて

いただきます。 

○議長（田中政司君） 

 暫時休憩します。 

午前９時50分 休憩 

午前９時51分 再開 

○議長（田中政司君） 

 再開します。 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（松尾良孝君） 

 お答えをいたします。 

 議員御質問の学校関係に関する啓発活動ですけれども、志田焼の里と窯元会館含めて、学

校側のほうでそういった体験のほうは行っております。 

 以上でございます。 
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○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 ありがとうございます。ぜひその取組を継続していただいて、後身の育成といいますか、

後継者不足の点で改善につなげていただければと思います。 

 ４番目の質問に入らせていただきます。 

 窯業及び陶土業関係者、観光、商工、教育、地域団体など連携し、まちを挙げて嬉野市の

窯業・陶土業を盛り上げるイベントや企画を検討する考えはないかお伺いいたします。こち

らは市長にお伺いをいたします。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 嬉野市には、陶土事業者をはじめ、生地製造事業者、型製造事業者、窯元が市内にそろっ

ておりまして、市を挙げて窯業・陶土業を盛り上げるイベントや企画を検討することは、本

市の窯業・陶土業の振興につながる可能性があるものだというふうに認識をしております。 

 一方で、現在、既に吉田おやまさん陶器まつりや辰まつり、吉田皿屋ひかりぼしといった

各種イベントに加え、肥前窯業圏における広域的なイベントも実施をされております。こう

した中で、新しい市を挙げたイベントや企画を開催するということの御提案だというふうに

思いますが、窯業及び陶土関係者の皆様の御協力は不可欠でございます。皆様に、時間的に

も金銭的にもさらなる御負担をおかけするといったところの懸念もございます。そういった

ことから、今後につきましては、窯業及び陶土関係者の皆様の御意見をしっかりと十分に伺

いながら、そういった新しいイベントということの企画に関して、慎重に検討していきたい

というふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 山口市長から、新しいイベントを検討するという言葉を頂戴いたしました。 

 吉田の窯業関係者から、有田・波佐見陶器市のように、まち全体、嬉野市全体で取り組む

イベントとして、嬉野市で陶器市を開催するなどできないかというお声をいただきました。

今年、波佐見陶器市に関しては、過去一番の来場者だったそうです。嬉野市内の窯業や陶土

業の事業者とイベント開催につなげる話合いの場をつくるなど、まずはそのような機会を設

ける市の考えはございますでしょうか。市長にこちらもお伺いしたいと思います。 

○議長（田中政司君） 
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 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 先ほど担当課がいろいろと事業者さんとの連絡会議等に参加をさせていただき、そういっ

たところもテーマの一つとして、話合いをできればなというふうに思っております。 

 先ほど陶器市ということでございますが、今年も陶器市のときに、以前から議員の皆様か

ら御提案があった陶器市のバスとかの連携で、そういった観光客をいかに嬉野市で誘客をし

て、それで嬉野市の窯業も知っていただけるかというふうな連携をしっかりする必要がある

かなと。そういったところで、いかにその連携をどうするのかといったところを行政が検討

していければなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 まず、先ほどの肥前やきもの圏の連絡会でテーマとして話し合う。また、行政として連携

をどうするのか真剣に考えていただくということでお話を伺いました。 

 次の質問に移らせていただきます。その質問の流れから、５番目になります。 

 窯業・陶土業の魅力発信、イベント企画、人材確保を一体的に考えて、今後の施策改善に

つなげる考えはないかお伺いをいたします。 

○議長（田中政司君） 

 観光商工課長。 

○観光商工課長（松尾良孝君） 

 お答えいたします。 

 議員御質問のとおり、単にイベント等で商品をＰＲするだけではなく、窯業・陶土業を含

めた魅力の発信、それとイベント企画、人材確保、こういったものを相互に連携をさせまし

て一体的に取り組むことということは、非常に重要であるというふうに認識をしております。

例えば、今行われている吉田だとか塩田のほうの既存のイベントを拡充し、例えば、先ほど

申し上げましたが、陶土の製造工程を紹介する動画の放映だとか、あと磁器土、陶土、こう

いったものの実際の展示、また、体験型イベント、こういったものを既存のイベントの中に

組み込むということなどを通じて、来場者の方が、実際の現場だとか、ものづくりに触れる

機会を創出するということなどが考えられるかと思っております。 

 こうした取組によりまして、窯業・陶土業への興味・関心を持ってもらって、できれば人

材確保につなげていきたいと思っております。 

 今後の施策の実施に当たりましては、窯業・陶土業関係者の声を引き続き丁寧にお伺いを

しながら、皆様の無理のないような形で進めるということで、業界全体の持続的な振興、そ
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れと人材確保につながるよう努めてまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 嬉野市の対応として、温かい対応、関係者へのヒアリングを丁寧に行いながら、伝統産業

の保存につなげていくという気持ちをお聞かせいただきました。地域や業界単独で動くのは

どうしても規模がコンパクトになって、イベントがコンパクトになって限界があるとお話を

伺っております。波佐見陶器市や有田陶器市と同じように、まち全体、嬉野市、お茶、温泉、

農業、観光業、飲食業、嬉野市民一体となって取り組んでいくイベントをつくっていただく

のはと思っております。 

 また、吉田や塩田の動線をつくっていく必要も考えられるかなと思っております。市と業

界が一体となって、陶器市などイベントで盛り上げて、官民一体で取り組む時期ではないか

と考えております。ぜひ、窯業・陶土業と連携し、市全体でのイベントをつくっていただい

て、伝統産業を持続可能にしていただきたいと強く思っております。 

 次に、企業誘致についてお伺いいたします。 

 企業誘致について、嬉野町の商店街等にコンパクトな企業誘致ができないかなど、嬉野市

民からそういったお声を、様々な御意見をいただきました。また、高速道路インターチェン

ジに近いという嬉野市の立地や人口規模、地域資源、雇用環境に合った業種で嬉野市の定住

人口の増加、雇用創出へつなげていくために、市の考えをお伺いさせていただくため、質問

させていただきます。 

 １、嬉野市における現在の企業誘致の状況をどのように評価しているのかお伺いいたしま

す。 

○議長（田中政司君） 

 秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中島隆二君） 

 お答えいたします。 

 現在の企業誘致の状況としましては、企業誘致ビルを有していることもあり、近年のテレ

ワーク浸透などで地方進出需要が見込めるオフィス系企業、特にＩＴ関連企業の誘致を積極

的に行ってきたところです。また、製造業系企業、いわゆる工場の誘致につきましては、市

内に工業用水道がなく、水を必要とする製造業の誘致が困難ということもあり、水を必要と

しない企業の誘致に絞られているという現状がございます。 

 オフィス系、製造系どちらにもかかわらず、佐賀県企業立地課と緊密に連携して誘致を進

めておりますが、オフィス系は年に数件の誘致ができている状況ではございますが、製造業
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系につきましてはかなり苦戦をしているというような状況と認識しております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 企業誘致ビル等に地方進出が図られているということで、また、ＩＴ関連に絞って取り組

んでいるということでお話を伺いました。オフィス系につきましては、年に数件あるという

ことですが、製造業に関しては、地域的なネックもあって、なかなか難しいというお話でご

ざいました。 

 またちょっとお伺いいたします。現状で積極的に企業誘致について介入している認識と理

解いたしました。企業誘致については、嬉野市単独で動くのではなく、佐賀県や近隣市町と

連携をしていらっしゃるのかお伺いいたします。 

○議長（田中政司君） 

 秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中島隆二君） 

 お答えいたします。 

 現在、企業誘致につきましては、佐賀県企業立地課と緊密に連携を取りながら進めており

ますし、そのチーム佐賀として、佐賀県企業立地課を中心に企業誘致という事業を県全体で

進めていっているところでございます。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 佐賀県企業立地課で、チーム佐賀で、県全体で取り組んでいるというお話でした。 

 ホームページにて、嬉野市、有田、あと武雄で合同でセミナーのほうをされていると拝見

いたしましたけれども、そこでちょっとお伺いしたいんですけれども、佐賀県、また近隣市

町と、有田、武雄といった近隣市町と連携協議会など定期的に開催されていらっしゃるので

しょうか。また、開催されているのであれば、どのような話が行われているのか。差し支え

ない範囲でお伺いできればと思います。 

○議長（田中政司君） 

 秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中島隆二君） 

 お答えいたします。 

 連携協議会とまではいきませんけれども、先ほど御答弁しましたとおり、佐賀県企業立地
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課を中心に、担当課長会、担当者会等々が開催されて、その場で県と協議をしながら、今年

度の企業誘致の方針であったり、こういった事業を計画しているということを聞いて、県の

事業に市町が参画するとか、いろいろな形で企業誘致を活性化するように、県全体で取り組

んでいる中の一員として、嬉野市としても頑張っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 ちなみに、先ほどの定期的に開催されているという話だったんですけども、年に何回とか、

開催されているとかあるんでしょうか。 

○議長（田中政司君） 

 秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中島隆二君） 

 お答えいたします。 

 全体で会議をするというのは年に１回ではございますけれども、イベント等を県が企画す

る、もしくは、市町のイベントに県に協力していただくというときには、関係市町が集まっ

て、協議をしながら誘致を進めているという状況でございます。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 ありがとうございます。定期的にイベント等で顔を合わせているということで話を伺いま

した。 

 ２番目の質問です。場所を特定して非常に恐れ入るところでございます。 

 吉田地区の住民より、東吉田地区の企業誘致に関して変化がないということで疑問を持た

れている現状がございます。嬉野市として、当該地区の企業誘致が進みにくい要因をどのよ

うに分析していらっしゃるのか。こちらは市長にお伺いをいたします。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 御質問にありましたように、吉田地区の方からのお声ということでお答えをさせていただ

きますが、吉田地区は、企業誘致が成功し、進出が決定した後に用地造成等を行うオーダー

メイド方式での工業誘致候補地ということで定められておりました。ただし、先ほどの答弁

でもありましたように、工業用水設備もなく、また、未造成の農地を企業に紹介しても、な
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かなか具体的な引き合いに発展していっていなかったということが現状ということで認識を

しております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 ありがとうございます。オーダーメイドでの企業誘致ということで、先ほどの課長の答弁

もございましたけれども、水量が地域的に乏しいということで、そこがネックということで

市長からもお聞きいたしました。吉田については、長年待ち続けている方もいらっしゃる中

で、当該地区での企業誘致は、製造業以外での誘致はやはり難しいのか。やはり難しいとい

うのが市の認識なのか。こちらもちょっと市長にお伺いをいたします。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 先ほど申し上げましたとおり、製造業につきましては、吉田地区でいけば、なかなか現状

困難じゃないかなというふうな認識をしております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 製造業では難しいという御判断でございました。 

 次の質問に移ります。 

 ３番目、東吉田地区だけではなく、塩田工業団地など、嬉野市全体で今後どのような業種

や企業を主な誘致対象として想定しているのかお伺いをさせていただきます。 

○議長（田中政司君） 

 秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中島隆二君） 

 お答えいたします。 

 製造業系企業、いわゆる工場の誘致につきましては、誘致活動は行っておりますけれども、

先ほど答弁しましたとおり、やっぱり工業用水がないということが最大のネックとなって、

新たな工場等の誘致がうまくいっていないという状況でございますが、それでもどういった

企業が誘致できるのかということは、県と緊密に連携をしながら、いろいろとアイデア出し

をしながら行っておるところでございます。 

 基本的には、今、地方進出需要が見込めているオフィス系・事務系のＩＴ企業関連の企業
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を主なターゲットとして力を入れて、誘致をしているというところでございますが、工場系

の誘致も何も手をつけていないというわけではございません。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 やはり工業用水がネックとなってなかなか誘致が進んでいないという現状は認識いたしま

した。また、オフィス系・事務系で、ＩＴ関連で積極的に誘致を行っているということで、

あわせて、こちらも御質問なんですけれども、先日の質問でもＡＩというキーワードが１つ

ありました。今後、ＡＩによって様々な業種で自動化が進むと、人の雇用といったところで

なかなか難しくなってくると予想されます。ただ、その中でも自動化の影響を受けにくい業

種、例えば、医療、介護、福祉、リハビリや設備保守、建設関係などの分野で企業を絞るな

ど、予測を立てた上での企業誘致の展開は考えていらっしゃるのか。こちらは市長にお伺い

をさせていただきます。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 ＡＩという一つのキーワードからの今後の見通しはどうかということでございますが、一

つそういったところも視野に入れながら、できれば、医療・福祉系はもう既に県内でも充実

した状況で、そちらのほうも逆に人材不足みたいなところでございますので、そういったと

ころも総合的に判断しながら、時代を見据えた誘致に努めていきたいというふうに思ってお

ります。 

 先ほどの製造系ではなくて、製造系であれば工業用水というのが必須ということで、例え

ば、隣町の工業用水と比べると、５倍から10倍の費用がかかって、そういったところで製造

系は難しいというふうな状況でございますが、水を必要としないようなハードの企業の誘致、

立地ができれば、本当にそういったところで雇用の創出を目指していきたいというふうに考

えておりますし、そういったところと、やはり幹線道路の整備、これも必要な状況じゃない

かなと。誘致だけ一生懸命頑張るよりも、企業様に魅力をしっかりと感じていただけるよう

なところじゃないとなかなか難しいということでございますので、まずは土台づくりという

ふうな観点も必要ではないかなというふうに考えております。 

 東吉田地区に関しましては、昨年から県が実施しているオープンファームランド、そう

いった視察等々もあっておりますので、そういったところも踏まえて、いろいろと今後の方

針を決定していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 
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○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 市長から今後の展開について前向きな御答弁をいただきました。東吉田のオープンファー

ムランドにつきましては、当該地区の方は非常に喜ばれるのかなと思っております。また、

幹線道路の整備、土台づくりに関しまして、こちらも早急な整備に取り組んでいただければ、

また、企業誘致の企業側から企業誘致の候補地として選ばれるのではないかなと思っており

ます。 

 また、さらに質問をさせていただきます。ちょっと飛ばします。ごめんなさい。４番目の

質問に入ります。 

 企業向けの情報発信や個別の働きかけについて、嬉野市のホームページの専用ページ、武

雄、有田と協働でセミナーの開催など、現在の取組で十分と考えられているのか。また、改

善の余地があると考えていらっしゃるのかお伺いさせていただきます。 

○議長（田中政司君） 

 秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中島隆二君） 

 お答えいたします。 

 先ほどもお話ししましたとおり、基本的に、嬉野市単独でするよりも、オール佐賀、県全

体の面でそういった誘致活動等々は行ったほうが効果があるというところもございますので、

現在、基本方針としては、県の企業立地課とともに、近隣市町との連携も含めまして、様々

な取組を行ってきているところでございます。今後も、それで十分というわけではないで

しょうから、いろいろとアイデア出しをしながら検討し、効果的な事業となるよう努力して

まいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 オール佐賀で地域一体となって取り組んでいかれるということでお話をいただきました。 

 先ほど私の質問でセミナーの開催と申し上げたんですけれども、こちらのセミナーを開催

した後の企業の個別面談件数や現地視察件数、具体的に協議に発展した件数まで市のほうで

追跡されているのかお伺いをさせていただきます。 

○議長（田中政司君） 

 秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中島隆二君） 
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 お答えいたします。 

 分析というか、その引き合いになっているかどうかということ自体に関しては、行ってい

ると思いますけれども、すみません、今、具体的な数字について持ち合わせておりませんの

で、後日、答弁したいと思います。 

○議長（田中政司君） 

 政策部長。 

○政策部長（津山光朗君） 

 お答えいたします。 

 令和７年度で嬉野市に訪問に来られた企業につきましては５社ということで認識しており

ます。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 現地視察を令和７年度で５件あったということで、それはもう立派な実績になるのかなと

思っているところでございます。 

 嬉野市のホームページを確認したところ、進出企業が14件ございました。こちらの14件の

進出協定を結んだ企業の中で、実際に操業まで至った企業はどれぐらいあるのでしょうか。

お伺いさせていただきます。 

○議長（田中政司君） 

 秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中島隆二君） 

 先ほど申されたホームページに掲載している企業全てが操業されております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 ありがとうございます。14件、もう操業されているということで、かなり多いという印象

を受けるんですけれども、その中で、実際の地元の雇用創出はどの程度だったのか。把握し

ていらっしゃるのであればお伺いさせていただきます。 

○議長（田中政司君） 

 秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中島隆二君） 

 すみません、データを持ち合わせておりませんので、後ほど御答弁させていただきたいと
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思います。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 ５番目の質問に移らせていただきます。 

 現在の誘致戦略を再検証し、今後の改善策を具体的に整理していく考えはないかお伺いを

させていただきます。 

○議長（田中政司君） 

 秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中島隆二君） 

 お答えいたします。 

 現在の誘致戦略につきましては、これまで誘致活動を続けていく中で改善を重ねてきた結

果としてのものだと思います。 

 今後もこれまでの誘致活動をさらに効果的なものとできるよう、改善を重ね、戦略的な誘

致を心がけてまいります。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 実際に進出協定が14件あって、実際に起業されたということで、改善を重ねた結果がそち

らに結びついているのかなと私は思いました。 

 重ねて最後にお伺いしたいんですけれども、令和８年度の６月の補正予算で、企業誘致事

業費は2,355万5,000円で、そのうち企業誘致奨励金が2,092万1,000円、対象は７企業と記載

をされておりました。こちらの費用対効果については検証されているのでしょうか。お伺い

いたします。 

○議長（田中政司君） 

 秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中島隆二君） 

 お答えいたします。 

 企業奨励金が、性質上、企業がなされた成果に対して条例規則どおりに支出する性質のも

のですので、費用対効果を検証してはおりません。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 
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 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 ありがとうございます。市民の方から、雇用創出、地域への経済的影響を受けやすい大規

模な企業誘致が望まれる見方もある中で、ＡＩによる自動化の波の予測、嬉野市の地域的特

徴に特化した企業誘致を展開していくというお話もいただきました。経過について、嬉野市

民への説明も定期的に必要かなと思っております。 

 嬉野市の市民の期待も大きいところでございますので、進んでいるのか、逆に進まなかっ

たのは何でか、そちらのほうを地域に説明していく必要があると感じたところでございます。 

 ３番目、買物・移動支援についてお伺いいたします。 

 毎週火曜日、リバティで開催されている介護予防事業、ごましお健康くらぶでは、塩田の

エレナがなくなった後、北鹿島まで送迎バスにて買物に行っていらっしゃいます。塩田、久

間、五町田地区の方から、塩田スーパーの跡地の件は進展しているのか、多くの声がありま

した。一方、嬉野町では、下岩屋地区の方から、坂が多く、きめ細かな移動支援のニーズが

ございました。 

 現場の声を聞き、現状のサービスを改善させていく必要があると思い、質問をさせていた

だきます。 

 １、食料品店がない地域における買物支援・移動支援の必要性をどのように認識している

のかお伺いいたします。 

○議長（田中政司君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（馬郡裕美君） 

 お答えいたします。 

 人口減少や高齢化の進行に伴い、身近な地域から食料品店等が減少し、日常の買物に不便

を感じる、いわゆる買物困難者の問題は、全国的にも重要な地域課題となっております。特

に、高齢者のみの世帯や、運転免許を返納された方、公共交通機関が十分でない地域にお住

まいの方にとりましては、日常生活に必要な食料品や生活用品の購入が困難となる場合があ

り、買物支援や移動支援の必要性は非常に高いものと認識しております。買物は単に物を購

入する行為だけでなく、外出機会や地域とのつながり、生きがいづくりにもつながる重要な

生活活動であり、高齢者の健康維持や介護予防、社会的孤立防止の観点からも、大変重要で

あると考えております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（中村忠太郎君） 
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 住民の通勤や通学、そして観光客の移動のための手段も含めた地域公共交通の所管課とし

て答弁をいたします。 

 食料品店がない地域における移動支援の必要性については十分認識をしております。特に、

塩田町内におきましては、生鮮食品を扱うスーパーがないことから、買物の利便性の向上を

図るために、嬉野地区の店舗を乗合タクシーの目的地に追加するよう現在準備を進めている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 身近なところで買物をするところがない。また、買物困難者が今後増えてくるというとこ

ろで、外出機会を増やして、地域とのつながりを持たせていくというところでのお話と、乗

合タクシーのほうも充足させていくというお話もお伺いいたしました。 

 久間のコミュニティのほうでは、パオパオ号が毎週水曜日11時から来ているとお話を伺っ

ております。 

 また、令和７年度ですけれども、独り暮らしの方が2,087人ということで、今後、団塊の

世代の高齢化に加えてさらに加速していくと考えます。 

 ２番目の質問に移ります。 

 現在、介護予防事業に参加した後、マイクロバスで隣町の食料品店へ買物に行く取組が塩

田地区で行われているんですけども、嬉野市として、この取組をどのように評価しているの

かお伺いいたします。 

○議長（田中政司君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（馬郡裕美君） 

 お答えいたします。 

 塩田地区のニーズ調査を踏まえて立ち上げられた事業であるため、地域の実情に即した

サービスであることはもちろん、塩田地区では、日用品を購入できる商業施設が少なくなっ

ている現状を考えると、地域にとってより必要性の高いサービスであると評価をしておりま

す。 

 また、このサービスを支えておられるボランティアの方々からは、自身の介護予防にもつ

ながっているとの声をいただいております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 
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○２番（團 隆則君） 

 こちら有償ボランティアで、今年で８年間継続されていると、８年目ということで、現在、

送迎バスも３台、民間の事業者の有志の方が送迎していただいているという現状をお伺いし

ております。私もそちらのほうで一緒に介護予防事業に加わって、一緒に送迎バスに乗って、

皆さんが買うところもしっかり見て、おうちに帰るところまで見させていただいたんですけ

れども、非常にすばらしい取組だと私も考えております。 

 さらに質問させていただきます。 

 私も実際に現場のお声をお聞きしたところで、塩田のほうにとにかくスーパーを造ってく

れというお声が実際にございました。塩田に買物に行くのと、北鹿島に買物に行くのとでは、

四、五十分かかってしまうというところで、買物に送迎をしていただいている方含めて、ス

タッフの方、さらに利用されている方は、特にかなり負担になっているのかなという現状で

ございます。 

 市長が選挙公約で、塩田商業施設への企業誘致と掲げられていた中で、今現在、塩田某

スーパー跡地の商業施設誘致は進展しているのか。今、どのような現状なのかお伺いをいた

したいと思います。塩田にお住まいの方につきましては、待ったなしの課題でございますた

め、お伺いをさせていただきます。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 就任後、事業者と、その土地を管理されている組合の方といろいろ情報共有しながら、副

市長が一生懸命課題の整理等を進めていただいておりました。いろいろと課題、道路の入り

口、そういったところでしっかり杵藤土木事務所、また、許可の必要がありましたので、県

産業政策課等としっかりと連携をしながら進めていってきたところでございます。そういっ

たところで、現状、お伝えできる範囲内でお答えをさせていただきますと、現在、塩田リ

バーサイド組合と事業者、社名の公表可ということであります。ドラッグストアモリ、そち

らのほうと、６月中を目標に最終調整中ということでお伺いをしております。オープンの時

期等に関しましては、現時点で明確な時期は聞けておりませんけれども、今後、契約次第、

準備を進めていただけるものというふうに認識をしております。 

 生鮮食品に関しましてもお伺いしております。そちらのドラッグストアモリの担当者の方

も、生鮮食品を取り扱うような店舗というふうにしたいということで確認は取っておるとこ

ろでございますので、最終調整中ということですので、今後、オープンに向けて、私自身も

期待をしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 
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 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 先ほど市長の答弁から、リバーサイド組合とドラッグストアと協議して、最終調整で今後、

オープンの日を決めていくということでお伺いをいたしました。また、生鮮食品につきまし

ても、取扱いをしていただくように御要望していただいているということで、塩田地区の皆

さんは安心してそういった話をお聞きできるんじゃないでしょうかというところでございま

す。 

 ３番目の質問に入らせていただきます。 

 現在の取組で、買物支援、また移動支援の課題に十分対応できていると考えていらっしゃ

るのか。また、改善の余地があるとお考えなのかお伺いをいたします。 

○議長（田中政司君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（馬郡裕美君） 

 お答えいたします。 

 市内全域で見ると、買物支援や移動支援は十分と言えない状況にありますが、一方で、高

齢者の方々に、既存サービスの内容や利用方法が十分に伝わっていない現状も見受けられま

す。 

 このため、本市といたしましては、支援者も交えながら、実際に移動支援サービスを利用

していただく取組についても検討しているところでございます。 

 また、ごましお健康くらぶ、介護保険サービス、障害福祉サービス、移動販売、ごましお

タクシーなどの既存サービスについて、必要な方に情報が届かないことがないように、今後

も様々な機会を通じて周知に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（中村忠太郎君） 

 お答えいたします。 

 企画政策課といたしましても、現在の取組だけでは移動支援の課題に全て対応できている

とは考えておりません。依然として改善の余地はあるものと認識しております。 

 改善の取組といたしましては、塩田町内の店舗が令和７年８月に閉店したことを受けまし

て、同年９月より、塩田町内のコンビニエンスストアや直売所等を乗合タクシーの目的地に

順次追加をしてきたところでございます。 

 さらに、先ほど申し上げましたとおり、生鮮食品を扱う店舗を新たに目的地として追加を

する準備をしているところでございます。 
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 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 まだまだ改善の余地があるということで、福祉課のほうからは、移動支援サービス、ごま

しお健康くらぶ、移動販売など、情報の漏れがないようにお伝えしていくところでという話

がございました。また、塩田地区のほうに関しましては、乗合タクシーで対応するというこ

とでのお話です。 

 今現在、吉田地区では、ヨッシー号が吉田地区内を走っているかと存じます。白ナンバー

でコミュニティが運営しているというお話をお伺いいたしておりますが、ほかの地域のコ

ミュニティにおいても同様に、そのような白ナンバーでヨッシー号のように運営できないか。

こちらをお尋ねいたします。 

○議長（田中政司君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（中村忠太郎君） 

 お答えいたします。 

 今現在、吉田地区をヨッシー号が走っておりますが、それを市内全域にというお話も確か

にございます。しかし、乗合タクシーを運行されている事業者さん、そういった事業者さん

との調整等が非常に困難であると考えておりますので、今のところ、ヨッシー号的な交通手

段を市内に広げる予定はございません。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 差し支えなければでお伺いいたしますけれども、利用者さんとの調整が困難というところ

でございますけれども、困難な理由はちなみにお伺いできますでしょうか。 

○議長（田中政司君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（中村忠太郎君） 

 お答えいたします。 

 事業者との調整が困難という御答弁をいたしましたけど、今、乗合タクシーを運行してい

る事業者、タクシー事業者さんになりますが、全国的にも運転手不足が深刻化しておりまし

て、本来のタクシー事業におきましても、勤務時間の調整などで苦慮されているというふう

にお聞きをしております。 
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 そういった状況におきまして、不確定要素の大きい乗合タクシーのニーズに運転手を確保

しておくこと、そういったことは非常に難しいお願いだというふうに認識をしておりますの

で、新たに事業者を確保することは困難だという御答弁でございました。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 ありがとうございます。少し余談なんですけれども、ヨッシー号がコミュニティの運営と

のことで、例えば、ヨッシー号が事故を起こした場合、事故後の対応マニュアル等はござい

ますでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（田中政司君） 

 暫時休憩します。 

午前10時36分 休憩 

午前10時37分 再開 

○議長（田中政司君） 

 再開します。 

 地域共生社会推進課長。 

○地域共生社会推進課長（石垣かずみ君） 

 お答えいたします。 

 事故のマニュアル等々については、すみません、この場ではちょっとあるかどうかは、す

みません、分かりません。申し訳ありません。ですけども、保険のほうは、市町村共済のほ

うに入っておりますので、事故の対応については、そちらのほうで対応すると考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 保険のほうで対応されるということで御答弁いただきました。ありがとうございます。 

 ４番目の質問に移ります。 

 移動支援が必要な地域で、乗合タクシーの利用者のニーズとして、予約できる日を当日も

可能にできないかなど、柔軟な対応が求められていますが、こうした現場の声をどのように

把握していらっしゃるのかお伺いいたします。 

○議長（田中政司君） 

 企画政策課長。 
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○企画政策課長（中村忠太郎君） 

 お答えいたします。 

 利用者の皆様から当日の予約の要望などの御意見が出ていることは承知をいたしておりま

す。担当課といたしましても、そのようなニーズに沿った運行形態を目指すことが望ましい

とは考えてはおります。しかし、現在の乗合タクシー等は地域のタクシー事業者の多大な御

理解と御協力によって運行が可能になっているところでございますので、仮に当日予約を受

け入れた場合、事業者の通常の乗用タクシーの営業や、配車の管理に大きな支障が生じる懸

念があることから、現時点では実現には至っておりません。 

 しかし、今後も引き続き事業者と情報共有を図りながら、持続可能な運行形態について協

議を重ねてまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 当日予約をした場合、タクシー事業者の運行状況につきまして、通常運営に影響が出ると

のことでのお話でございました。 

 ちなみにですけれども、タクシー事業者に対して、市民のニーズがあった場合に、嬉野市

から進言を行う機会はあるのでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（田中政司君） 

 進言ですか。申入れみたいなということですか。 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（中村忠太郎君） 

 先ほど御答弁いたしましたとおり、そういったニーズをタクシー事業者さんにはお伝えを

しております。しかし、タクシー事業者さん、運転手さんの確保等で大変御苦労をなさって

おります。そういった事情の中で、当日対応していただくことは今のところ非常に厳しいと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 ありがとうございます。 

 最後の質問です。食料品店がない地域において、買物支援を継続可能な生活支援として整

理して、今後の改善につなげる考えはないかお伺いをいたします。 

○議長（田中政司君） 
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 福祉課長。 

○福祉課長（馬郡裕美君） 

 お答えいたします。 

 本市におきましては、塩田地区などにおいて、マイクロバスによる買物支援や移動販売な

どの取組を通じ、高齢者の日常生活の維持や社会参加の促進を図っております。これらの取

組は、地域の高齢者の生活を支える重要な生活支援として一定の成果を上げているものと評

価をしております。 

 一方で、サービスの提供が地域や曜日に限られることや、既存のサービスの周知、利用が

十分でない状況も見受けられるなど、継続性や利便性の面で課題もあると認識をしておりま

す。 

 そのため、今後は、既存サービスを生活支援として体系的に整理するとともに、利用者の

ニーズや地域特性を踏まえながら、支援の継続性や利便性を高めるための改善策を検討して

まいりたいと考えております。 

 サービス内容や利用方法について周知を図るだけでなく、体験会などを通じて実際にサー

ビスを利用していただき、その後に、利用者の意見を聴取しながら、より利用しやすい支援

につなげてまいりたいと考えております。 

 今後も関係機関や地域住民、ボランティア団体と連携しながら、持続可能な買物支援の仕

組みづくりに努めてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（中村忠太郎君） 

 お答えいたします。 

 食料品店がない地域における買物支援につきましては、住民の皆様の生活を維持するため

の極めて重要な課題であるというふうに認識をいたしております。塩田町内では、生鮮食品

の購買環境を確保するため、嬉野地区の店舗を乗合タクシーの目的地に追加する準備をして

いるということは、先ほど御答弁をいたしたとおりでございます。 

 今後も公共交通の改善を進める中で、持続可能でかつ安心できる生活支援の在り方につい

て議論を深めてまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 体験会につきましては、すばらしい取組かなと思うところでございます。ぜひ取り組んで
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いただければ自分としても幸いでございます。 

 最後に、塩田某スーパー跡地の企業誘致については、住民の方が一刻も早く解決してほし

い課題だということでお聞きしております。こちらについても、放置せずに、目を背けずに

対応していただければと思っているところでございます。 

 最後に、子育て支援について。 

○議長（田中政司君） 

 團議員、先ほどの企業誘致の件で追加の答弁があるんですが、一番最後がよかですか、今

がよかですか。 

○２番（團 隆則君）続 

 今でよかです。 

○議長（田中政司君） 

 秘書広報課長。 

○秘書広報課長（中島隆二君） 

 先ほどの團議員さんの質問の中で、誘致した企業の効果として、どれぐらいの雇用が生ま

れたかという質問に対してお答えしておりませんでしたが、これまで誘致した企業で、累計

で新規雇用者数は110名となっております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 よろしいですか。続けてください。團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 子育て支援について申し上げます。 

 現在、嬉野市では、親子参加型の体操教室やベビーマッサージなど、武雄、鹿島、白石な

どにはない取組をしているところでございます。特に、ベビーマッサージでは、嬉野市民だ

けではなく、上記他市町から、定員をオーバーするほどの参加申込みがあると聞きました。

子育てに本気なまちをアピールしていくことで、若い世代の移住・定住につながるのではな

いかということで質問するに至りました。 

 １番目、親子で参加できる体操教室やベビーマッサージなどの事業において、親子参加型

事業の意義を嬉野市としてどのように認識していらっしゃるのかお伺いいたします。 

○議長（田中政司君） 

 こども未来課長。 

○こども未来課長（山崎幸男君） 

 お答えいたします。 

 本市におきましても、子育て支援センターやこどもセンターにて、ベビーマッサージやお

はなし会、また、運動遊びなどの親子参加型事業に取り組んでおります。 
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 このような親子参加型事業の意義としましては、親子が触れ合いながら活動することで、

愛着形成を促し、子どもの情緒の安定や発達によい影響を与えていくことだと認識しており

ます。特に乳幼児期は、安心できる大人との関わりが発達の基盤となるため、親子で参加で

きる機会は大変重要だと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 積極的な親子参加型事業の取組について御答弁いただきました。こちらにつきましては、

佐賀テレビのほうで2025年に放映があったというところでお調べいたしました。自分も実際

に親子参加型の体操教室に参加したんですけれども、有田、また県外からも参加があるとお

伺いいたしました。ほかの市町にはない取組だから嬉野にいらっしゃっているのかなと感じ

ております。 

 他市町からの御利用があることについて、嬉野市は把握はされているのでしょうか。お伺

いをいたします。 

○議長（田中政司君） 

 こども未来課長。 

○こども未来課長（山崎幸男君） 

 お答えいたします。 

 市外から子育てセンターやこどもセンターのほうに利用していただいているということを

聞いております。細かく統計は取っておりませんが、例えば、こどもセンターＬｙｋｋｅ

（リュッケ）のほうでは、市外から、令和７年度につきましては、1,687人の方が御利用い

ただいているということで聞いております。子育て支援センターのほうは、新規の方が60人

程度、細かくは統計を取っておりませんが、そのような状況です。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 市外からの利用者が1,687人ということで、かなり自分としては多いと感じたところでご

ざいます。 

 ２番目の質問に移ります。 

 近隣市町からもそのように嬉野市の親子参加型事業への参加が増えているというところで、

市の強みとして生かせる可能性があると考えますが、嬉野市として、この状況をどのように

評価をされていらっしゃるのかお伺いをさせていただきます。 
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○議長（田中政司君） 

 こども未来課長。 

○こども未来課長（山崎幸男君） 

 お答えいたします。 

 本市が実施しております親子参加型事業に近隣の市町から多く参加をいただいていること

につきましては、これらの事業が市外の皆様にも評価されている結果であると考えておりま

す。特に、子育て世帯は、この地域ではどのような支援が受けられるのか。また、安心して

親子で過ごせる環境があるのかといった点を重視する傾向が強く、親子参加型事業の充実は、

子育てをしやすいまちとしてのイメージの形成や、本市の魅力向上につながるものだと考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 ありがとうございます。インスタ等で親子体操教室の取組について発信されていて、少し

ずつ利用者の方が増えていると当該施設のスタッフからお伺いをいたしました。また、塩田

楠風館のリュッケで開催されているクリスマス会に至っては、参加希望者が多く、人数制限

を設けたとのことでした。 

 インスタだけではなく、動画でＳＮＳ発信したりするなど、発信する幅を広げてみてはと

思いますが、その予定は今のところございますでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（田中政司君） 

 こども未来課長。 

○こども未来課長（山崎幸男君） 

 お答えいたします。 

 議員がおっしゃるように、周知につきましては、インスタであったり、ＬＩＮＥであった

り、市報、各戸の配布チラシ等で事業の周知をさせていただいているところです。特に、イ

ンスタグラムについては、動画も併せて発信していただいて、事業の様子であったりという

ところを御覧になって、お越しいただいてる方もいらっしゃるというふうにお聞きしており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 インスタを見てから親子体操教室に流入されてきたという話をお伺いしたところでござい
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ますので、動画を既にされているということで、こちらも積極的に継続していただければと

思います。 

 ３番目、子育て世代から選ばれるまちになるために、親子参加型の事業に加えて、日常的

な子育て負担を軽減する市独自の支援策も重要ではないかと考えますが、子育て世帯の経済

的負担を軽減する市独自の施策の必要性について、どのように認識されているのか。こちら

はちょっと市長にお伺いをさせていただきます。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 子育て世帯の皆様の経済的負担の軽減ということは非常に重要で、今後、最も必要な事業

の１つだというふうに認識をしております。これまで、高校生年代までの医療費助成や保育

料第２子無償化、独り親世帯への給付金など、独自支援に取り組んでまいりましたというこ

とであります。 

 今後につきましては、国・県の動向や市民の皆様のニーズを踏まえながら、そして、財政

とのバランスを図りつつ、効果的で持続可能な子育て支援策を目指していきたいというふう

に考えております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 経済的負担を軽減するというところで最も重要なところということで御答弁をいただきま

した。また、国・県の動向を注視しながら、財政バランスも鑑みて対応していくということ

でお話をいただきました。 

 昨今、ベビー用品大手が、コスト上昇により育児食、ベビーカーなど一部終了することを

発表しているところでございます。子育て世代を取り巻く環境は今後ますます厳しい現状で

ございますが、子育てに強いまち、子育てに本気な嬉野市というところでアピールしていく

ために、多久市のように先んじて対策をしていく必要があるかと思っております。 

 続きまして、４番目の御質問でございます。 

 子育て世帯の経済的負担を軽減するため、例えば、おむつ代補助など独自の支援策を検討

する考えはないか。こちらも市長にお伺いをいたします。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 私も議員の時代に、おむつ代の補助の支援ということで一般質問をした経緯がございます
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ので、團議員と同じ思いで、共通認識の下、今後の政策を充実させていきたいというふうに

思っております。 

 その上で、おむつ代補助ということでございますけども、できる限り実現に向けて取り組

みたいと。その上の財政の確保というところを目標に、その後、どういった形で実現ができ

るのかといったところを図っていきたいというふうに思っております。 

 将来にわたって持続的な事業を実施できる財源の確保であったり。他自治体の事例等を踏

まえながら、必要なそういった具体的なおむつ代支援策について、庁内で協議をしていきた

いというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 おむつ代補助の支援について、今後の政策として、できるだけ実現に向けて、財政の確保

等を図りながら前向きに考えていくということで御答弁をいただきました。 

 現在、独り親家庭のうち対象となる40の家庭に7,000円の補助を市独自で行うこととなっ

ているかと思いますが、こちらにつきまして、こちらというか、独り親に限定せず、例えば、

おむつ以外にもミルク代、育児食代などへの補助も検討できないか。こちらも併せて市長の

見解をお伺いいたします。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 そういったところまで充実した施策がまずできるように、財源の確保といったところに取

り組んでいきたいということでございます。段階的に、そういったところまで見据えた上で

取り組むべきことだというふうに考えておりますので、しっかりと施策全体を見通して調整

をしていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 段階的に取り組んでいくというところで市長の姿勢をお伺いさせていただきました。あり

がとうございます。 

 最後の質問です。子育て世帯のニーズを把握して、必要に応じて、今年度または次年度以

降の施策検討につなげるための調査や課題整理を行う考えはないかお伺いをいたします。 

○議長（田中政司君） 
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 こども未来課長。 

○こども未来課長（山崎幸男君） 

 お答えいたします。 

 子育て世帯のニーズ調査につきましては、令和７年３月に策定いたしました嬉野市こども

計画の策定におきましても、未就学児及び小学生の保護者を対象としたアンケート調査を実

施しております。その中では、保育サービスの費用負担軽減や児童手当など、子育てのため

の経済的支援を求める声をいただいております。 

 また、令和７年度に実施しております未就学児のための図書購入補助事業におきましても、

本市の子育て施策に対する御意見や御要望についてアンケートを実施いたしました。 

 このアンケートでは、給食費や保育料など経済的な負担軽減、現金給付等による生活支援、

さらには、子どもの居場所づくりに関する御意見も寄せられております。こうした御意見を

踏まえて、本市独自の施策として、保育料第２子無償化を実施し、そのほか、国の施策では

ありますが、物価高対応子育て応援手当など、子育て世帯の経済的な負担軽減のために施策

を取り組んできたところでございます。こういったアンケート結果につきましては、今後の

子育て支援のための施策を検討する上で貴重な判断材料になると考えております。 

 今後も、各事業の実施の機会に、子育て世帯のニーズの把握や課題整理を行いながら、以

降の施策検討につなげてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 團 隆則議員。 

○２番（團 隆則君） 

 親御さんのほうにアンケートを取って、子育て世帯のニーズを把握して、実際の施策につ

なげていくというところでお話を伺いました。本当に全体的に包括的に取り組まれていると

ころにつきまして、感謝を申し上げるところでございます。 

 最後に、親子参加型事業は本市の強みになり得る取組であり、今後も充実を図るべきだと

考えます。一方で、子育て世代から選ばれるまちになるためには、交流機会の提供だけでな

く、日常的な経済的負担の軽減も重要だと考えます。 

 まずは、子育て世代のニーズを継続して丁寧に把握し、必要な施策を整理した上で、次年

度以降の支援策につなげていただければと存じます。 

 それでは、これで一般質問を終了させていただきます。ありがとうございました。 

○議長（田中政司君） 

 これで團 隆則議員の一般質問を終わります。 

 一般質問の議事の途中ですが、ここで11時10分まで休憩します。 

午前10時59分 休憩 
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午前11時10分 再開 

○議長（田中政司君） 

 再開します。 

 休憩前に引き続き、一般質問の議事を続けます。 

 議席番号10番、宮﨑良平議員の発言を許可いたします。宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 皆様、こんにちは。議席番号10番、宮﨑良平でございます。今議会もトリでの登壇という

ことですが、精いっぱい質問をさせていただきたいと思います。傍聴席の皆様方におかれま

しては、傍聴いただき誠に感謝申し上げます。ありがとうございます。そして、またケーブ

ルテレビ等で御覧の皆様方におかれましては、最後までお付き合いのほうをよろしくお願い

申し上げます。 

 さて、今日出勤するときも、農業に従事する皆さんが、１株の苗に私たちの暮らしへ届け

と願いを込めて大切に育てられた姿を今日は見ながら出勤をしてまいりました。自然と向き

合いながら、時間を味方につけて、未来を信じてしっかりと待つ。その姿は私たち議員も同

じだなと思いながら、そういうことを考えながら、今日は出勤をしてきた次第でございます。 

 それでは、議長のお許しをいただきましたので質問に入りますが、今回は大きく分けて２

つの質問を上げております。 

 １つ目は、もう数日前に同僚議員も質問されておりましたので、大局的にやっていきたい

と思いますが、１つ目は、中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー価格高騰への市の対応につい

て。２つ目に、市の財政運営についてでございます。 

 そこで、中東情勢の緊迫化が日本のエネルギー供給に与える影響について、市としてどの

ように認識をしているか。改めてここをお伺いしたいと思います。また、エネルギー価格高

騰が嬉野市の家庭、事業者、観光業、農業等に与える影響について、市としてどのように捉

えられているか。この２つを伺って、これと、市民生活及び地域産業への影響を緩和するた

め、市としてどのような支援策、対策を検討しているかまで壇上でお伺いしまして、再質問、

残りの質問については、質問者席よりさせていただきたいと思います。本日も真摯な御答弁、

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（田中政司君） 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。 

○市長（山口卓也君） 

 それでは、宮﨑良平議員の質問にお答えをさせていただきます。 

 中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー価格高騰への市の対応ということでございますが、中

東情勢に伴う燃料輸入価格の上昇、こちらが市民生活や事業者の皆様の経営の負担につな

がっているものと懸念をしております。生活に欠かせない電気・ガス料金などの高騰が家計
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に与える影響や、既に事業者においては、石油由来製品の資材調達にも影響が出ているとい

うことの報道等もございます。 

 市といたしましても、国の政策をしっかりと注視しながら、それぞれの分野で対策の検討

を行う必要があるというふうに認識をしております。 

 まず、観光分野におきましては、観光商工分野におきましては、製造業における生産コス

トや運送業における物流費の増加に直結するほか、小売業や飲食業においても、光熱費の急

増をもたらしております。特に、価格転嫁が困難な中小・小規模事業者を中心に、収益の圧

迫、資金繰りの悪化、そういった主要因となっているというふうに認識をしております。 

 そして、農業分野におきましては、現状といたしましては、肥料価格の爆発的な高騰と品

不足、燃油・電気代の上昇による経営の圧迫、農業用資機材、梱包・包装資材の不足と高騰、

餌・飼料価格の高騰による畜産への影響、農業経営における構造的な二次影響のリスク、そ

ういった影響があるというふうに考えております。 

 そういった中で、今年５月中旬、市内、例えば、観光業に携わる方への影響調査を実施し

ております。また、農業分野におきましても、そういったきめ細やかな業界団体の皆様との

情報交流を通じて、影響調査を行っております。商工業者におきましては商工会、農業関係

者には農業関係者を通じて行っております。現時点、５月中旬の観光業者に対する調査では、

影響はないという業種、施設はあったものの、やはり資材価格や原油価格が高騰していると、

燃料の発注制限があるというふうな業種もございました。 

 観光業を主産業とする当市といたしまして注視すべきは、旅行控えが起きないかといった

ところも懸念しております。燃料代が高くなりますと、ガソリン代や飛行機燃油サーチャー

ジ高騰、そういったところが今後起これば、遠方からのお客様の動きが鈍くなる。そういっ

たことも懸念材料というふうに思っております。 

 農業に関しましては、特に茶業においては、現時点では大きな影響や要望等はございませ

んが、重油価格、包装資材、出荷にかかる送料が徐々に高くなっているということで、今後

の状況を不安視する声が上がっております。そういったところを踏まえながら対策を講じて

いく必要があるというふうに認識をしております。 

 現時点では具体的な検討までには至っておりませんが、市民の皆様の生活、地域産業に

とって有効な支援策を引き続き検討していきたいというふうに思っておるところでございま

す。 

 まずは壇上の答弁とさせていただきます。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 御答弁ありがとうございました。もう既に細かいところは、これまでも同僚の森田議員、
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また水山議員からいろいろと中東情勢の市の影響等について質問されてますので、そのお答

えもある程度のことは理解はできております。 

 今回は少し大局的な視点からちょっと質問をしていきたいと思うんですけど、今回の中東

情勢の緊迫化というのが、一地域の紛争という枠を超えてると思うんですね。エネルギーの

安全保障とか、食料の安全保障、サプライチェーン、さらには世界経済全体に影響を及ぼす

地政学的リスクがあると思うんですけど、特にこの日本というのが、エネルギー資源の大半

を海外に依存しているじゃないですか。その多くを中東地域から、要は輸入してると。今回

みたいにホルムズ海峡の安全航行に支障が生じた場合、原油価格とかＬＮＧ価格の高騰、こ

れを招くことはもう当然のことですよね。電気・燃料価格のみだけじゃなくて、物流とか農

業、先ほどおっしゃったように、物流、農業、観光業、製造業、あらゆる分野に波及すると。

もう確かに波及してきてるんですよね。これがもう証明されたわけですよ。そういう中で、

世界情勢の変化って、決して国だけの問題じゃないと思うんですよね。地方都市である嬉野

市においてもこれだけの影響があって、市民生活、または地域経済、行政運営に直接影響を

与えているという状況なんです。 

 こういう国際情勢の変化というものが、地方自治体の行政運営や市民生活に与えるリスク

ということについて、ちょっと難しい、市長、どのような形でお考えかお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 宮﨑議員がおっしゃるように、国だけじゃなくて世界情勢が地方の自治体にあらゆる面で

影響を及ぼしていると。これは日本全国同じような状況だというふうに認識をしております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 分かりました。市長、先ほども市長がおっしゃってた、この嬉野市でどんな影響があった

かというのを見ながら考えていくと、市民生活といえばガソリン、電気料金ですね。こう

いった家計を圧迫しだしたとか、温泉観光地でいうと、旅館、ホテル、飲食業、大量のエネ

ルギーを消費する産業ですよね。光熱費の高騰はかなり計り知れないものがあると。また、

農業分野では、燃料費、肥料価格、農業資材の価格の上昇と。それに加え、物流コスト。こ

ういったものも生産者、また経営者の経営を圧迫すると。特にうれしの茶、栽培から製茶工

程まで、エネルギー依存がすごい高いんですよね。聞いたところによると、こちらを、何て

いうのかな、筒状態にして入れる袋、こういったものまでも、間もなく30％値上がりすると
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言われているような状況ですよ。抹茶がいいと言われながらも、かなりここら辺厳しい形に

なってくるかと思う。また、建設業でいうと、塩ビ管とか、家を建てる際の屋根に敷く防水

シート、こういったものまでも手に入らないとか。自動車工場でいうと、シンナーが不足し

て板金塗装ができないと。そういったところまでもう影響が出てきている。 

 市として、困っている全ての人たちに、何かしら私たちも声を聞きながら思うんですけど、

全ての人たちに何かしら手を差し伸べたい。その思いは多分誰しもあると思うんですよ。市

としても何とかしてあげたい。しかし一方で、財源、自治体の財源には限りがあるんですよ

ね。この限りがある中で、あらゆる分野というのに、何ていうのかな、支援を行うというの

が容易ではないんですよ。今までもそうだったでしょうけど、そういう中で、今回この国の

補正予算で、物価高騰対応のための重点支援地方交付金というのが措置されるということに

なってると思います。多分これ佐賀県には４億とかかな。７億か。７億で、嬉野に実際に

入ってくる、配分されるというのが約1,500万ということになってますよね。 

 そこでちょっとお伺いするんですけど、私、こういう危機のときにおいて、全てに薄く広

く分配する。特に、今回は1,500万ですよ。こんなもんかと思いましたけど、これを薄く広

く分配するというと、本当微々たるもん、渡る金額も含めてですけど、これが本当の支援に

なるかと思うんですよ。最も影響を受けるというか、そういう層とか、地域経済を支える基

幹産業なのか、そこはちょっと私が決めることではないんであれなんですけど、ここに対し

て、重点的に一極集中なのか。そういう重点的に分配、分配というか配分をすると。こうい

う視点ってやっぱり必要なんじゃないかなと思うんですけど、これについて、市として、限

られた財源をどのような形で活用されるのか。担当課のほうにお伺いしたいと思います。 

○議長（田中政司君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（中村忠太郎君） 

 お答えいたします。 

 議員おっしゃったとおり、国から県のほうへ、６月５日の時点で限度額のほうが示されて

おります。議員おっしゃったとおり、当市には1,518万5,000円の限度額が示されております。 

 今現在、重点的に１つの事業に充当するのか。それとも、均等に住民の皆さんに分配、分

配といいますか方法をするのか。そういった検討も含めて、今、協議をしているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 市民生活への波及ということを考えた場合に、地域経済も含めて考えた場合に、これまで
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のことも含めて、予算のつけ方として、分野とか、対象の優先順位というものが、こういっ

たものは決まっているのか。それとも、交付金ごとに協議して決めていくものなのか。そこ

をちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（田中政司君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（中村忠太郎君） 

 お答えいたします。 

 今回の交付金につきましては、まず、対象メニューというものは大まかに決まっておりま

す。ただ、その後の市町がどういったものに使うのかというのは、それぞれの市町の判断に

よるものでございます。 

 なお、今回の交付につきましても、ほかの交付金、過去に行いました交付金事業につきま

しても、嬉野市として、交付金があったらこれを一番に使うよというような優先順位という

ものは明確には定めておりません。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 分かりました。限られた財源なので、本当にこれは有効に使っていただかなければ困ると。

ただ単に何かばらまいた感じじゃ何の意味もなくなってくるので、私はもう集中的、一局と

は言わなくても、集中的に使っていただきたいと思います。 

 今後ですけど、国際情勢の変化によるエネルギーの価格や物価への影響というのが、何か

私も一時的なもんじゃないんじゃないかと思うんですよね。今後も何となく続いていきそう

な気がしてて、長期化とか常態化していくという状況も、可能性というか否定できないかと

思うんですよ。そのような中で、何ていうのかな、嬉野市として、嬉野市として毎回毎回そ

の都度支援策というもので捉えられるじゃないですか、いつもね。じゃなくて、こういう変

化でも、こういう国際的ないろんな状況があって、こういう変化にも左右されにくい持続可

能な強靱なまちづくりというものを本来は進めていかなきゃいけないと、地方は。と思うん

ですけど、当然ながら市長においても、本市の将来を見据えた地域経営の視点から、この国

際情勢の変化が常態化する時代を見据えながら、嬉野市がこういうものに左右されにくい持

続可能な強靱な地域となるために、どのような将来像というのを描いて、また、その実現に

向けて、具体的にどのような施策を考えておられるのか。また、それを次期総合計画、そし

て予算編成の中に反映されていくのか。そこをお伺いしたいと思います。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 
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○市長（山口卓也君） 

 長期的な大きなビジョンについては、後でちょっと整理しながら話をしたいんですけど、

その前にちょっと説明をさせていただきたいというふうに思っております。 

 先ほど嬉野市に1,500万円ぐらい来まして、一人頭大体600円とかいうふうに計算されます

ので、宮﨑良平議員がおっしゃられたとおり、市民一人頭、皆さん微々たるというふうな発

言をされておりますけども、実際それだけで十分な物価高騰対策の支援策ができるのかとい

うところは、本当におっしゃるように、集中してどこかに絞るというふうな必要があるとい

うふうに私も考えております。引き続き庁内で、どういった対応、どういった方策が一番い

いのかといったところは協議を進めていきたいというふうに考えております。 

 その中で、様々な分野でお悩み、困られているというところの対応策としても必要という

ふうな観点でございますけども、佐賀県の６月補正の物価高騰対策としては、医療・福祉・

保育施設等への支援、農業、農林水産業に関わる方への支援、そして中小事業者に対する支

援と、それぞれメニューがございます。そういった事業をされる場合も、持続可能なといっ

たところで、例えば、経営基盤の強化とか、省エネ設備の導入とか、今後同じような場合で

あっても省エネ設備、そういったところの導入を促すような事業になっているんじゃないか

なというふうなところでございます。 

 そういったところもしっかりと、各事業者様と情報連携したいというふうに思いますし、

５月25日の佐賀県のプレスリリースでは、佐賀県プレミアム商品券、こちらのほうもござい

ますので、そういったところの活用も市民の皆様にはしっかりと活用していただきながら、

物価高騰に少しでも対応できるように活用していただければなというふうに思っております。 

 その上で、先ほど嬉野市として将来を見据えた省エネ・原油高騰というところでございま

すが、なかなか難しい課題だというふうに感じております。例えば、今すぐ将来の大きな政

策はなかなか難しいですけども、例えば、嬉野新庁舎を造る上で、省エネのＺＥＢといった

ところを進めていっておりますけども、そういった省エネの分野に関する取組を推進してい

くとか、各公共施設で太陽光の発電の導入が本当にできるのかとか、そういった協議をして

いくことであったり、産業分野においては、先ほど窯業のお話もありましたけども、しっか

りと価格転嫁ができるような環境、もしくは事業者において経費の縮減に努める。また、産

業をする上では、やはり売上げが上がらないといけませんので、嬉野市として、地域全体で

経済が回るような仕組みづくりを構築すること。また、市外からの投資、旅行、観光客、そ

ういったところをしっかりと誘致するような取組が、ひいては、先ほど議員がおっしゃられ

た嬉野市が力強く経済を回す大きな取組だというふうに認識をしております。そういったと

ころをしっかりと具体的な事業化、メニューとして、今後、提案できるように検討・協議を

進めていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 
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○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 分かりました。しっかりとした強い地方をつくっていくと、地方経済も含めてですけどつ

くっていくと。今日、朝から新聞に載ってましたけど、鹿島市、これが脱炭素化計画として

再生可能エネルギーということで今日載ってましたね。結構大きくね。電力会社を、地域の

電力供給を、地元企業から電力を購入して、公共施設等に活用していくということでやられ

てました。これもある意味１つの、何ていうのかな、地域の強靱化ということにつながって

いくんじゃないかと。こういうことを参考にしながら、また連携をしながら、隣の市ですの

で、そこら辺も含めて協議をしながら、ちょっと考えられないかなと思っておりました。 

 平時からこうしたリスクを想定して、市民生活とか地域経済を守っていくと、また備えて

いくということは、首長にとって大変重要であると思いますので、ぜひとも意識高く、この

国際情勢を柔軟な対応で乗り切れるように、こういう状況でありながらも強靱な市政運営に

期待をしたいと思っております。よろしくお願いします。これで１番目の質問は終わります。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 新市長として、６月ぐらいからが新たな実質的なスタートと言っていいんじゃないかと

思ってまして、今議会でも市長の思いや方向性が少しずつ反映された肉づけの予算が提案さ

れてきているかと感じております。 

 一方で、本市を取り巻く環境は、人口減少・少子高齢化、加えて、物価高騰、人件費、そ

して社会保障関係経費の増加というところまで、これ以上にない厳しさを増している状況で

はあります。 

 令和８年度当初予算は骨格でありながら過去最大規模となりました。必要な行政サービス

を維持していくと考えると、これも致し方ないのかなと思いながらも、その一方で、公共施

設の老朽化とか、嬉野温泉の将来を左右する源泉保護対策、また、塩田庁舎の利活用といっ

た本市が抱える大きな問題というのも増えてるんですよね。加えて、中期財政計画において

は、令和10年度、11年度、公債費が15億を超える見込みとなっておりまして、財政運営の自

由度ってさらに低下してくるんじゃないかと思うんですよ。 

 そのような中、こういう時代だからこそなのか、単年度の予算編成だけでなくて、10年後、

20年後というのを見据えた持続可能な財政運営のビジョンというのをやっぱりきっちりと示

さなきゃいけないと思ってまして、限られた財源をどう守って、どう生み出して、どこへ投

資するのかというところ、自治体経営という視点が求められてると思うし、また、それを市

民に対しても示していかなきゃいけないと思うんですね。 

 通告に従って、市の財政運営について順次質問をいたしますけど、まず令和８年度の当初

予算、骨格の段階でありながら過去最大規模の予算となったと。その要因と財政の硬直化へ
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の懸念について市長の見解をお伺いします。そしてまた、財政調整基金の適正水準と今後の

中長期的な見通し、ここまでお伺いしたいと思います。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 令和８年度の当初予算につきましては、新庁舎建設などの大型事業への対応に加え、物価

高騰への対応、公共施設の老朽化対策、福祉・子育て支援策の充実など行政需要が増加して

おります。結果として、過去最大規模の予算というふうになっております。 

 一方で、歳入面におきましては、人口減少による市税収入への影響や、ふるさと応援寄附

金の減少についても、全盛期ほどの回復が見込めていない状況でございます。今後の財政運

営につきましては、十分な注意が必要であるというふうに認識をしております。 

 このため、事業の優先順位づけ、既存事業の見直しを積極的に進めるとともに、有利な財

源の活用や行政の効率化を図り、持続可能な財政運営に努めていく必要があるというふうに

考えております。 

 また、財政調整基金につきましては、不測の事態や災害対応、景気変動等に備える重要な

基金であるというふうに認識をしておりますので、適正な基金残高の確保に努めるとともに、

中長期的な財政見通しを踏まえながら、計画的な財政運営に努めてまいる所存でございます。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 分かりました。先ほど市長もおっしゃっていた、市税、またふるさと納税等、本当に現在

厳しい状況になっている。また、今は財調よりも、それこそ公債費のほうが上回っていると

いう状況であります。そのような中で、財政の硬直化というのをよく言われるんですけど、

これは全国共通の課題であると思うんですよ。私、嬉野市には嬉野市独自の固有というか、

そういう事情があると思うんですけど、中期財政計画を見てみると、令和10年、11年、公債

費が15億を超える見込み。そして、さらに公共施設の更新とか源泉保護、先ほども言った塩

田庁舎利活用、避けて通れない、絶対に避けて通れないところなんですよね。これらの市政

運営はもうしようがない、あれもこれもじゃなくて、それこそ行政として、市長として、何

を守って、何を見直して、何を未来へ投資していくのかという、どう優先していくのかとい

うものが、選択と集中というか、そういった時代に入ってくる、そういうフェーズに入って

きたのかなと思うんですよ。 

 ここで市長として、今後の財政運営について、どのような考え方で事業の優先順位を決め

て、何を守って、何を変えていくのか。その基本的な方針についてお聞かせをいただきたい。 
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○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 何を守るかということでございますが、まずは、嬉野市にお住まいの市民の皆様の生活を

守るというのが一番基本でございますし、現在、今を大切にしながら、将来にわたって持続

可能な嬉野市の市民の皆様がしっかりと住みやすいまちをつくるということに一番主眼を置

く必要があるというふうに考えております。 

 では、どういうふうなことをすればそれが実現できるかということでございますけども、

先ほども子育て世代の皆様への支援とか、産業政策、企業誘致、雇用の創出とか、そういっ

たところが避けては通れない。そういったところをしない限りは持続可能な自治体の運営と

いうものはできないというふうに思っております。おっしゃられるとおり、あれもこれもと

いうものがもうできないような世の中だというふうに認識をしております。右肩上がりの経

済成長が伴うような時代であれば利益の分配ができた時代だというふうに言われますけども、

これからは逆に負担の分担というふうな、そういう厳しいフレーズも目にする機会が増えて

まいりました。いかに皆様で協力しながらこの地域を維持するか、そういった視点も重要に

なってくるというふうに考えておりますが、そういったところも踏まえながら、選択と集中、

厳しい見直しが今後待ち受けているというふうに私も認識をしております。そういった厳し

い見直しも、今後、提示をさせていただきながら、本当に必要な将来にわたって投資となる、

本当に一時的な事業でとどまることではなくて、将来を見据えた投資につながるような行政

投資にしっかりと振り切る必要があるんだというふうに思っております。単に見栄えとか、

そういう聞こえのいいような事業だけじゃなくて、本当に実質的な、実利を優先するような

政策をしっかりと取り組んでいきたいというふうに思っておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 分かりました。 

 それで、ちょっと担当課にお聞きしたい。財調というのがどの程度の水準で今後維持して

いきたいと思われてるのか。また、単に収支を合わせるという発想じゃなくて、将来的に過

度な負担を残さないで、必要な投資はしっかりと行うという、守りと攻めの両立というもの

が必要かと思うんですけど、そういったものも含めて御答弁をいただけたらなと思っており

ます。よろしくお願いします。 

○議長（田中政司君） 

 財政課長。 
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○財政課長（金田正和君） 

 お答えいたします。 

 一般的に標準財政規模の10％から20％というところで水準したほうがいいというふうに言

われております。嬉野市におきましては、標準財政規模が約80億となっておりますので、1

5％といたしましても、十五、六億程度はさきの災害が発生した場合とか、そういったもの

に備えるためにも必要じゃないかなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 分かりました。今後、ただ嬉野市、先ほども言ったように独特な、独特なというか問題を

抱えてるじゃないですか。要は泉源の問題もそうだし、そういったものも含めた中で、本当

に全国的な基準というものに要は照らし合わせていいのかということもあって、嬉野市独自

としてきっちりとやっぱりそこら辺の試算はしなきゃいけないと思うんですけど、そこら辺

も含めたこの基準なのかというのをちょっともう一回お伺いします。 

○議長（田中政司君） 

 財政課長。 

○財政課長（金田正和君） 

 お答えいたします。 

 一般的な基準と申し上げましたけれども、嬉野市といたしましては、議員おっしゃるとお

り、先々に医療センター跡地の買戻しとか、その他もろもろの事業を控えておりますので、

そういったものも含めまして、できるだけ予算としましては積立てをしたいというふうには

考えております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 分かりました。これはしっかりとやっぱり取り組んでいかなきゃいけないことかと思いま

すのでよろしくお願いしたいと思います。 

 あと次、２番目に行きます。公共施設の維持管理と再編についてということで上げており

ます。 

 公共施設等総合管理計画では、今後多くの施設が更新時期等を迎えますよね。将来必要と

なる維持更新費用をどのように見込んでいるのかというの、また、その財源確保についてど

のように考えているのかというのをお伺いしたいと思います。 
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○議長（田中政司君） 

 財政課長。 

○財政課長（金田正和君） 

 お答えいたします。 

 公共施設につきましては、多くの施設で老朽化が進んでおります。今後、維持管理費や更

新費用の増加が見込まれております。このため、本市におきましては、公共施設等総合管理

計画に基づきまして施設の長寿命化を図るとともに、利用状況や地域ニーズを踏まえながら、

統廃合や複合化を含めた施設再編を進めていく必要があると考えております。今後も将来世

代に過度な負担を残すことのないよう、財政状況との均衡を図りながら、計画的な施設管理

が必要だというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 分かりました。先ほど課長がおっしゃったように、一自治体で、もうこの時代にあっては、

全てを維持するという考え方はもう難しいと。だから、結局何を残して何を再編するかとい

う、何ていうのかな、統廃合・複合化というのも考えていかなきゃいけないというところで

すよね。公共施設再編について、市長はどのような基本報方針。課長があれなんで、市長も

そうだと思いますけど、市長、改めて基本方針で取り組んでいかれるのか。ちょっとお伺い

したいと思います。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 繰り返しになると思いますけども、今後、将来を見据えたそういった統廃合・複合化、人

口減少時代でもしっかりと維持できるといいますか、持続可能な行政運営とまちづくり、そ

ういったことが非常に重要だというふうに認識をしております。 

 こういった議論になると、総論は賛成で、各論になると、具体的な身近なことになると反

対というふうなことで、かなり進める上では容易ではないというふうには認識しております

けども、しっかりとそういった認識は持ちながら、進めるべきところは進めないといけない

なというふうな認識をしております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 
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 分かりました。 

 もう一つ、令和６年度に公共施設等総合管理計画が改定されましたよね。新市長のまちづ

くりビジョンとか、今後見直される総合計画との整合を図る必要があるかと思うんですけど、

人口減少時代にふさわしい施設配置というか、財政運営という観点からも、必要に応じて計

画そのものを見直す考えというものがあるのかないのか。そこをちょっとお伺いしたいと思

います。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 先ほどの公共施設の長寿命化の計画とか、そういったものは市長が誰であろうと、将来を

見据えた長期的なビジョンになりますので、逆に長期的な計画にのっとった市政運営をしな

ければいけないと私自身は認識をしております。ということでよろしいですか。そういった

私としては認識をしております。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 しかしながら、総合計画の見直し、これは当然市長の思いというものも含めて入ってるわ

けじゃないすか。当然そこに何かしらの整合を図る必要があるんじゃないかという話なんで

すよ。 

 もう一点言うと、政策の実現となると、その裏づけとなる財源計画というのが必要になっ

てくると。私、ここの総合計画と中期財政計画、また、公共施設等総合管理計画という、こ

こら辺も全てこの総合計画に合わせて全て連動して動いていくと思うんですよね。市の見解

と市長の見解をちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 先ほどの私の答弁は、公共施設等総合管理計画に基づいたものということで御了承いただ

ければなと思います。総合計画に関しましては、今現在パブリックコメントをしております

けれども、私の思いというのもしっかりと酌んでいただいて、先ほど、今後厳しい状況を申

し述べましたけども、チャレンジする気持ちは忘れてはいけないと。積極的に投資すべきと

ころは投資すべきだというような認識の下、総合計画を組んでいきたいというふうに思って

おるところでございます。そのほかの総合計画、公共施設管理計画もしっかりと連動させな

がら、市政を執行していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 
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○議長（田中政司君） 

 企画政策課長。 

○企画政策課長（中村忠太郎君） 

 お答えいたします。 

 先ほど市長が答弁しましたとおり、総合計画につきましては、市長のもちろん政策も反映

して作成しております。今回、総合戦略というものも同時に作成をしております。その中で、

個別の事業等も上げる予定でございます。その際には、確かに議員おっしゃるとおり、財源

の裏づけも必要でございますので、中期財政計画にこういった事業を行いたいということで

計上いたしまして、財源的に難しい、大丈夫、そういった判断をしながら事業を進めてまい

りたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 分かりました。ありがとうございます。絶対にこれ連動しなきゃいけないと、全てが連動

して、だからこそ今回のこの総合計画、また、そして中期財政計画を含め、先ほどの公共施

設等管理計画の改定。また、６年度にやったばっかりなんだけど、ここら辺ももう一回その

見直しというのも含めてやっていかなければいけないんじゃないかなと思いながらちょっと

質問させていただきました。 

 もう一点、今度は４つ目、自主財源の確保と攻めの自治体経営についてみたいな形になる

んですけど、自主財源の確保ということでお伺いをしたいんですけど、令和10年度、11年度、

先ほども言ったように公債費が15億を超えるという。その上で、源泉保護対策、塩田庁舎利

活用、ここら辺が財政需要も控えていると。こういったものを乗り切るためには、歳出の削

減だけではなくて、当然、企業誘致とか、観光振興、ふるさと納税、企業版ふるさと納税な

ど、積極的に進出して、稼ぐ自治体へと転換していくということも必要じゃないかと思うん

ですね。 

 そこで、１問目の問題も含めてですけど、市長の基本方針というものをちょっとお伺いし

たいと思います。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 おっしゃるとおり、私も就任後、様々な事業を見る中で、また、今議会でも様々な御意見、

御要望を伺いながら、歳出面に関しては、非常にいろいろすべきことたくさんあるんですけ

ど、歳入をいかに確保していくかといったところが、逆に着目されていないなと。今回、宮
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﨑良平議員がそういったところに着目をしていただいているということで大変ありがたく

思っております。歳入をいかに確保していくかというところを、今後、取り組んでいかなけ

ればいけないなというところで、今後、そういったところを踏まえて、先ほど来あった企業

の誘致であったり、新しい税の検討とか、企業版ふるさと納税のさらなる増加策、企業版ふ

るさと納税も踏まえて、また、人が増えると、人口を、嬉野市に住んでいただけるような環

境整備、そういった総合的なあらゆる面でつながっているというふうに思いますけども、そ

れも、ひいては歳入をいかに確保していくかと、そういう視点も踏まえながら政策を立案し

ていく必要があるというふうに強く認識をしておりますので、そういった具体的な、今後、

政策として皆様にお示しできればなというふうなところで考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 私その中でも、先ほど市長はふるさと納税って、これすごく大きくて、企業版ふるさと納

税、ここら辺も含めてすごく大きい財源だと思うんです。ただ、以前ちょっと執行部からレ

クチャーを受けた中で、ふるさと納税というものの、要は、何ていうのかな、立ち位置とい

うか、市としての、ふるさと納税というものが市としてどういうものなのかということ、ど

ういう立ち位置なのかということ、これで本当に稼いで、財源を増やしていくのかというの

じゃなくて、以前聞いたとき、昔からそうなんですけど、ふるさと納税というのは、要は

サービスみたいなもんだと。何となくきっちりした財源があって、当然それはそうなんです

けど、きっちりとした自主財源があって、そこにちょっとプレゼント的な感じで入ってきて

るようなもんだということでの意識でいるという話をされたことがあったと。今現在でもそ

のようなお考えか。ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（田中政司君） 

 財政課長。 

○財政課長（金田正和君） 

 お答えいたします。 

 ふるさと納税につきましては、現在も実質減額してきている状況です。ということで、永

久的にこれが続くということでも考えておりませんので、さらにこれをＶ字回復させること

も１つの財源確保にはつながるというふうには考えております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 
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 一地方自治体においては、ここで今一生懸命頑張って投資をして、それこそ未来へつなご

うという自治体も多々ある中で、先進自治体とか、専門部署の設置とか、外部人材の活用と

か、マーケティングの戦略の導入とか、そういったところの組織そのものを本当にやろうと

思ってやらなきゃいけない。今まで何となく何もしなくても入ってきてたというところない

ですか。何もしないでという言い方は失礼ですけど、ここまでのほかの自治体みたいな努力

をしなくても入ってきてたという、そういうちょっと嬉野市独自の、佐賀牛とか含めてです

けど、そういうことがあったわけじゃないですか。ここもう少し本気にならないという

ちょっと御提案なんですけど、何でこんなこと言うかというと、抱えてるものが大き過ぎる

からですよ。30億入ってたとき、何か楽じゃなかったですか、もう少し。将来に対してもう

少し余裕があったというか。だから、そういったことも含めて、それこそもう一回このふる

さと納税の在り方というものをもう一回市として捉えたときに、そういう簡単な考え方じゃ

なく、何となく入ってくりゃいいやぐらいの考え方じゃなく、取りに行くというぐらいの市

としての思いというか、そういったものがないのかちょっとお伺いします。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 ふるさと納税の商品開発とか、そういったところで工夫を凝らしながら、新たな寄附者を

獲得していくという取組はやっていきたいなというふうに思っておりますが、現状、それこ

そ30億とか入ってきたときは、災害があったりとか、まだ佐賀牛が嬉野市だけであったりと

か、それが県内全域の産品になっているとか。現状の減少の理由といたしましては、物価の

高騰により、日用品のほうに寄附者の方が誘導されるような、そういうふうな状況があって

減少しているというふうに認識をしております。 

 そういった中で、嬉野市として努力できる部分はしっかりと努力をしていきたいというふ

うに考えております。ふるさと納税の制度自体が、今、国も対応を今後いろいろ検討されて

いるんじゃないかなというふうに思っております。経費率の見直しとかそういったところ、

この間のニュースでも、恐らく国としては今後見直しをしたいんだろうなというふうなとこ

ろで捉えておりますけども、地方からすれば、先ほどおっしゃられるように、貴重な財源の

１つであるというふうな認識を持っておりますので、引き続き国のほうには、地方からのふ

るさと納税の維持、そういったところを要望していきたいというふうに思いますし、嬉野市

独自といたしましても、そういった取組を強化できるような対策をちょっと検討しなければ

いけないなというふうに考えております。 

 先ほど、いかに市外の方に嬉野市に住んでいただくか。また、交流人口として関わってい

ただくかということが重要だというふうに思っておりますので、今後、検討されるふるさと

住民登録制度、そういったものが総務省のほうで見聞きする機会がありますので、そういっ
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たところもしっかりとアンテナを張りながら、しっかりとそういったところに取り組むこと

によって、今後のふるさと納税、関係人口を増やすことによって、そういった寄附者の獲得

にもつながるというふうに認識をしておりますので、幅広くアンテナを持ちながら、それ以

外もいろいろアイデアを、工夫を凝らしながら、他の自治体の事例等を勉強しながら進んで

いきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 何となく分かりました。しかしながら、私は、他の自治体の事例を幾らまねしたところで、

とんがってなきゃ何の意味もないんですよ。このふるさと納税って。ここら辺はやっぱり独

自の、何かしら嬉野市独自のものでいかなきゃ駄目だという考えがあって、さっきも言った

けど、地域産業の育成とか、今後、それこそですよ、地域商社ということにつながっていく

わけですよ。こういったものに連動した経営戦略ですよね、ある意味ね。そういったものが

必要だと思うんですよ。専門部署とかの強化とか、外部人材を入れるとか、多分そこまでし

ないとほかの地域には勝てないと思うんです。こういう抜本的な組織改革というのを、財源

を得るために進める考えはないのか。そこをちょっと最後、市長の見解を伺います。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 私自身も勉強させていただければなというふうに思っておりますが、恐らく国は、そう

いった競争、ふるさと納税制度自体が競争に基づくようなものではないというふうな改革を

今後されるんじゃないかなというふうに捉えております。そういった競争的なところは、ふ

るさと納税、もちろん今後取り組むところは必要だと思いますけども、そういった競争原理

というのは、先ほどの産業とか、そういったところでしっかりと取り組むのが本来の在り方

かなと思っております。 

 ふるさと納税制度は、今後どうなるか分からないというところもございますので、しっか

りと将来を見据えた検討をしていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 分かりました。ちょっと前向きに検討していただきたいと思います。 

 最後になりますけど、以前もこの質問をさせていただいた。本市が抱える源泉保護とか、
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塩田庁舎利活用、公共施設の再編、そして、観光振興、企業誘致等、こういった課題をなん

だかんだ言いながら別々の事業として考えているという現状があるんですよね。１個１個の

事業が一つ一つの問題・課題として浮き彫りになってきていると。こういう考え方ではなく

て、嬉野市の未来への投資として一体的に構想するべきだと私は考えるんですよ。そのよう

な中で、前回も言った、国がやっている新しい地方経済・生活環境創生交付金、いわゆる第

２世代交付金というのがありますよね。自治体自らが地域の将来ビジョンを描いて、地域再

生計画を策定して、主体的に提案する取組。これに国は支援しますよというところだと思う

んですね。 

 私、こういう厳しい財政状況だからこそ、県を通じた既存制度の活用だけじゃなくて、

やっぱり市自らが、嬉野市の地域再生計画をちゃんと作成して、源泉保護、庁舎の利活用、

公共施設の再編、観光振興、企業誘致、ここら辺も全部、観光も含めて一体的なプロジェク

トというか、そういった形でして、第２世代交付金、各種、国庫補助金、企業版ふるさと納

税などの外部の資金というものを積極的に獲得していく。言ってみれば、こちらから提案す

る提案型の自治体というか、そういった形で転換をすべきだと考えておるんですが、そこを

ちょっと副市長にもお伺いしようかな。副市長、そこら辺のお考えとしてどのようにお考え

か。御答弁をお願いします。 

○議長（田中政司君） 

 副市長。 

○副市長（萩尾友明君） 

 お答えいたします。 

 議員から、第２世代交付金の活用ですとか、市独自の地域再生戦略の策定、そういったも

のも今後進めていくのが必要ではないかということでの御指摘かと思います。 

 方向性として、私自身としては、そういったものももちろん視野に入れながらという形が

嬉野かなと思いますし、市が抱える様々な課題、議員が言われる一体的なというものもいろ

いろ視野に入れて、検討というものはやっていっていいのかなと思っております。 

 個別的な部分で、各施策ですとか、そういった事業がどのように交付金の要件に当てはま

るのか、いろいろ実際はあるのかなとは思いますけれども、大きな方向性としてはそういっ

たものが活用できる部分というのはしっかりやっていくべきというふうには私自身思います。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 分かりました。副市長から先ほど御答弁いただきましたけど、今、基本的にこういう交付

金事業とかなんとかというのは県を通してという形になるわけじゃないですか。本当にでも
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嬉野独特な課題とか目的がある中で、実際にこれだけ厳しい経営状況の中でいうと、要は国

に直接ということも１つ考えられると思うんですけど、そこについてちょっと副市長、御答

弁をお願いします。 

 それだけじゃなくて大型の交付金とか、今後も含めてですけど、大型の交付金とか、そう

いったものを、要は今、県と通してずっとやってきている中で、県を通してだけじゃなくて、

当然、副市長として、嬉野市の今後を見据えた問題・課題が出てきたときに、これがいいと

思えば、当然、国に交付金を求めていく。そういったことも考えられるのかということ。 

○議長（田中政司君） 

 副市長。 

○副市長（萩尾友明君） 

 国・県を通して手続を取る交付金などもある中で、事象によっては、それにかかわらずに、

国への働きかけというものや強い要望、そういった交付金での取扱いというものもあり得る

のではないかということでの御指摘かと思います。 

 事象に応じてそういったこともしっかり、私自身も副市長の立場で必要に応じて取り組ん

でいくということはあるものというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 あるものと考えている。していきたいじゃなく。そこの覚悟をちょっと聞きたかったとい

うのもありますけど、いかがでしょう。 

○議長（田中政司君） 

 副市長。 

○副市長（萩尾友明君） 

 お答えいたします。 

 私自身していきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 ありがとうございました。何か強引に言わせたみたいでごめんなさい。 

 基本的には、新たな総合計画も立ち上がると。庁内、機能的な横断的なプロジェクトチー

ムというものを立ち上げて、私は、嬉野市版、できてるのかな１回、地域再生計画というも

のをしっかりとつくっていただきながら、戦略的な外部資金獲得に向けて本格的に取り組む。
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こういう考えでいていただきたいなと思っております。それについて最後、市長の意見をお

伺いします。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 そういった計画に基づく交付金というものがありますということで、私もしっかり把握を

しておりますし、議員がおっしゃられるような、塩田庁舎の利活用と源泉の一体的になった

計画を模索されていたというふうなことも経緯も把握をしております。引き続き、そういっ

たところで嬉野市全体として一体的な計画に基づき、さらに、それが交付金を頂けるような

ところにつながっていくというところはしっかりと見据えながら、内部で探っていく必要が

あるかなというふうに考えております。それが実現できればなおいいかなというふうに思っ

ております。課題感といたしましては、共通の課題感を持っておりますので、その課題解決

のための方策、手段として、そういった取組ができればなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（田中政司君） 

 宮﨑良平議員。 

○10番（宮﨑良平君） 

 分かりました。 

 最後になりますけど、私もこれからの自治体というのが、限られた予算を配分するだけの

行政というところから、自分たちでも地域の未来を描いていこうよと、自ら財源を呼び込も

うよと、自ら地域を経営するという、こういう意識の自治体が生き残るんじゃないかなと

思っている。だからこそ、そういう地域に転換をしていかなければいけないんじゃないかと

思うんですね。 

 嬉野市って日本を代表する温泉地という財産もある。その一方で、それを守るための源泉

保護対策、そして庁舎のこと。これは避けて通れない大きな課題。10年度、11年度、公債費

が15億を超える。こういう現実が控えている中で、だからこそなんですけど、財政が厳しい

からできませんという発想、先ほど市長もチャレンジしていくとおっしゃってました。発想

じゃなくて、ふるさと納税の抜本的な組織改革とか先ほど言いましたけど、第２世代交付金、

企業版ふるさと納税をはじめとするそういったものをしっかりと取りに行くと。そういった

ものを取り込みながら未来の投資へと、ここを踏ん張ってやっていくと。ずっとじゃなくて

もいいんで、踏ん張ってやられるところはやっていくというような短期的な視点も必要なん

じゃないかなと思うし、厳しい時代だからこそ知恵を出して、財源をつくって、未来を切り

開いていく強い自治体であってほしいなと思ってますし、私もそれに向かってしっかりと協

力をしていきたいと思っております。 
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 最後に、市長として、10年後、20年後、これを見据えた嬉野市の財政ビジョン。そして、

その実現に向けた戦略。そして、攻めの自治体経営という、これに挑戦する覚悟というのを

市民に向けて力強くお示しいただきたいと思いますが、最後、私の思いで、最後は市長が締

めて、一般質問を終わらせてください。以上です。 

○議長（田中政司君） 

 市長。 

○市長（山口卓也君） 

 覚悟ということでございますが、本当に心の底からの覚悟を持って嬉野市を盛り上げてい

きたいし、将来、市外にもっとＰＲできるようなまちにしたいということで考えております。 

 一つ一つ財源の確保であったり、計画の作成であったり、産業振興すべからくアンテナを

張ってしなければいけないなというところを今現在実感しながら、政策の推進に当たってお

ります。 

 源泉のことに触れていただきましたけども、今回の上程もしております。慎重に進めると

ころは慎重に。しかし、単に２年間、３年間の短期的なビジョンではいけませんので、50年

後とか、そういった先を見据えて、大胆にするところは大胆に、慎重かつ大胆に進めていき

たいというふうに考えております。 

 そういった中で、市民の皆様にしっかりとそういったものを実感できるような政策も行い

ながら、持続可能なまちづくりという消極的な言葉だけではなくて、魅力あるまちづくりを

つくっていきたいということで考えております。その１つとして、総合計画には、遊び心と

かチャレンジ精神、変化を恐れないと、そういう精神的な変化も記載をしております。そう

いった思いを基に、しっかりと事業化、政策に当たっていきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上で答弁とさせていただきます。（「ありがとうございます」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中政司君） 

 これで宮﨑良平議員の一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会いたします。 

午後０時16分 散会 


